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日本ジッパーチュービング株式会社

代表取締役社長 湯口 正敏氏

PROFILE

京都府生まれ。2011年日本ジッパー
チュービング株式会社へ入社。2017年
に代表取締役社長に就任。趣味は園芸
で、休日には自宅で庭の手入れをしてい
ます。
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―「ひょうごオンリーワン企業」認定のご
感想をお願いします。

兵庫県から認定を頂きましたことを全社員が喜
んでおります。弊社では兵庫県立大学や工業技術
センターと共同研究をさせていただいており、こ
うした取り組みも評価されたものと感じておりま
す。この認定は社員にとってはモチベーションに
なりますし、弊社の場合、一般の方に使っていた
だく商品を扱っている訳ではないので、会社のこ
とを知ってもらう意味ではよかったと感じており
ます。親会社の社員も喜んでくれていますし、やは
り励みになります。

本社工場

―御社の製品や、社名にもなっているジッ
パーチューブについて教えてください。

弊社が扱っている製品の大部分はチューブ系や
ガスケット等の電磁波シールド製品、熱対策製品
で、どれも一般の消費者が購入するものではあり
ません。特殊な分野であり、兵庫県で製造販売さ
れている企業は他にはないと思います。
ジッパーチュービングは、米国のジッパーチュー
ビング社が由来です。同社が保有しているチュー
ブの特許を日本で販売する目的で、親会社の弘栄
貿易社と共に設立したのが弊社です。
通常、ケーブルを束ねるには筒状のものに通し
てケーブルの端末を処理するのですが、両サイド
の端子を処理してからでも後付けできるというの
がこの技術の最大の特徴です。さらに、この製品
にシールド機能を持たせていることも特徴です。
たとえば、シールドの材料でスマホを包むと全く
つながらなくなります。とはいえ、一般の方が身近
に触れる機会はなく、主に工場やロボット関係、医
療関係などで使われています。また、自動車や建
設機械などのワイヤーハーネスやカーナビのノイ
ズ対策でも使用いただいています。パソコン、スマ
ホ、テレビのノイズ対策でも使用されているので
すが、製品自体は筐体の中にあるため、日常生活
で目にすることはありません。そういう意味でい
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えば、生活との密着度が高いにもかかわらず、知
られていない製品です。

―御社はまさにオンリーワンの技術が強み
となっています。

創業以来、チューブやガスケット関連の製造を
50年続けています。お客様からのさまざまな要
望に応えて、あらゆる種類の製品を作ってきてお
り、今後もそれらを発展させて多くのバリエーショ
ンが増えていくと思います。長く使っていただい
ている製品には30年前に開発したものもありま
す。
今はお客様の要望も多様です。たとえば、以前は
月30万メートル以上の製品を1メートル品で作っ
ていたものを「短くカットしてシートに貼って出荷
して欲しい」などの要望もあります。このような
オーダーをもらっても、弊社はすべて社内で柔軟
に対応できます。そこが一番の強みですね。

―お客様の要望に応え続けることはなかな
か難しいことに思えます。

品質管理に注力する工場

中長期で大規模な研修の制度はないのですが、
外部のセミナーなどは活用しています。また、入社
時にはメーカーとしての安全教育は徹底していま
す。新卒で入社する社員は本当に稀で、大半が中
途採用です。必要な部門、技術、知識に応じて採用
しているので、一から新卒の教育のステップを踏
むことは稀です。ある程度専門知識を持った人を
採用する組織となっています。年齢層の問題もあ
るので、何年かに一度、新卒採用はしていますが、
いずれにしても入社した際には一連の部署での研
修は実施しています。製品がどのように作られて
いるか現場で身を持って体験することからスター
トします。これは事務やＩＴを担当する従業員、すべ
て同じです。自社の製品がどのように作られてい
るかを知らなければ先はありません。

―とはいえ、そのノウハウと品質を維持す
るのが難しいです。そうした人材を育成す
る秘訣は？

ここ５年ぐらいで事業の柱になった遮熱関係のイージーロックチューブ ELB_KL

そういうお客様の期待にいかに応えるかが重要だ
と思っています。弊社は他社が保有していない分
析器や検査機器を取り揃えています。品質と一言
で言っても、難燃性を中心にした規格であるＵＬ、
ヨーロッパのＲｏＨＳ指令など含有物質の規制ひと
つを見てもお客様によって多種多様です。これら
にすべて書類対応しないといけません。他社では
対応できないと言われた書類の対応も行ってい
るので、その点はお客様から評価されていると
思っています。お客様が海外拠点に製品を送られ
ることもあり、輸出の際の書類など非常に手間が
かかる対応も社内で行っています。この点もお客
様から評価されていると考えています。

配線保護結束チューブ（GPPJ)

―経験とノウハウがお客様に評価されてい
ます。

お客様が求めているのは品質と性能です。性能
にもシビアな要求を出してくるお客様もいます。
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て、正直に真っ当に対応していることは自負でき
ます。自らできることをしっかり行い、奇をてらう
ことや一発逆転ということではなく、毎日の積み
上げが評価につながると考えています。

―「オンリーワン」をめざす企業へのメッ
セージをお願いします。

毎年実施する忘年会では、永年勤続表彰式も開催

米国のジッパーチュービング社

製品は技術営業の賜物であると思っています。技
術営業がお客様のところに伺い、要望を聞いて、
それを持ち帰り、会社の中で試作を繰り返し、よう
やく製品となります。遮熱製品が事業の柱となる
のに４年半ほどかかっています。地道に、とにかく
お客様のところに通って現場からの技術を最大限
に活用し、また要望を聞いて改善することを繰り
返ししてきたことで、柱に育てることができました。

―今後の展望をお聞かせください。

奇をてらうようなことはせず、地道に実直に真っ
正直な姿勢で続けてきたので、こうすればよいと
いう近道はないと思います。弊社はお客様に対し

兵庫県立大学と共に商材や製品の研究をさせて
いただいています。２年ほど経過しますが、こちら
も実を結ぶ日がくると考えています。また、お客様
と共に開発している製品もあります。大手企業様
が製品化の暁には絶対に使うということが目に見
えており、将来に向けて取り組んでいます。こちら
の動きもここ２年ほど続けています。
来年、２つの工場を神戸テクノ・ロジスティック
パークという工業団地に新設する工場に統合移転
を行います。そこでは、既存の製品だけでなく付
加価値を付けた新製品用のスペースも確保してい
ます。また、親会社が樹脂関係の販売商社で、お客
様に自動車関係の会社様が多数あり、親会社の営
業と協力をして、ＥＶ化にも活路を見出していきた
いと考えています。
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TECHNOLOGY

長尺嵌合を可能にした業界のスタンダード
「ジッパーチューブ」

開発に至った経緯

また、新たな嵌合方式で、２年前に上市しました
「イージーロックチューブ」は、工具を必要としない
方式を採用し、販売を開始しました。

独自性 今後の展望

ジッパーチューブ製品の写真

工業分野で、幅広い用途で
使用される配線ケーブル、い
わゆる電線は私たちとって欠
かせないものとなっています。
「ジッパーチューブ」は、配線
を束ねたい、まとめたい、保
護したいというニーズの中で、
生まれました。
また、ご使用される環境か
ら、「ジッパーチューブ」への
様々なご要望をいただき、嵌
合方式バリエーション、特殊
シートへの加工など製品の広
がりを見せています。

「ジッパーチューブ」の代表
であるジッパータイプの
チューブでは、独自の勘合構
造にて、専用嵌合工具“ZTプ
ライヤー”との組み合わせで、
創業以来、形を変えることな
く、提供させていただいてお
り、長尺の結束に適している
という特徴を持っています。
また、配線を「守る」ことに着
目し、電磁波シールド、耐薬品
性、耐熱性、耐摩耗性のもの
など業界用途別製品もライン
ナップとして揃えております。

「ジッパーチューブ」は、皆
様に長くご利用いただいて
いる反面、樹脂製品であるこ
とから環境問題、世界情勢の
影響を受け、市場のニーズに
お応えするために材料変更
を余儀なく行う場合があり
ます。私たちは、再開発を行
い、性能を変えることなく、
お客様へ真摯に対応してま
いりました。今後も、形を変
えることなく提供し続けてま
いります。

イージーロックチューブ

「ジッパーチューブ」は、弊社が大切に育んで
きた商品であり、ブランドです。この商品の魅力
は、主に以下の３点が挙げられます。

１．配線後、結束が可能な”後付けチューブ”
であること。

２．多種の商品ラインナップを取り揃えており、
”ジッパー”、”ホック”、”マジック”からの
嵌合選択ができる。また、黒、グレーなどの
製品色の選択も可能であり、シールドに
注目すると、アルミ、導電布、金属メッシュ
などお客様が使用される条件に合わせた
商品群を構成していること。

３．カスタム性にも優れ、配線での困り事から、
機能性チューブをご提案することが可能な
拡張性。
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TOPICS

沿革

会社概要 事業概要
開発‐生産‐加工‐供給の一
貫体制下で熱、電磁波、
ケーブルダメージなどのト
ラブルを解消するEMI対
策部品、配線結束保護
チューブ、熱対策品を開
発・製造。

所在地 〒651-2271
兵庫県神戸市西区高塚台3丁目
2番8

電話 078-991-4171
FAX 078-991-4174
URL http://www.ztj.co.jp

従業員数 119名
資本金 1,000万円
設立 1972年
代表者 代表取締役会長

槌橋 貴彦
代表取締役社長
湯口 正敏

産業用部材での骨組みに利用されるアルミフ
レーム用に特化した “アルミフレーム用結束
チューブ”を開発！

日本ジッパーチュービング株式会社は、アルミフ
レーム用に特化したチューブである“アルミフレーム
用結束チューブ”を開発しました。この製品は、嵌合
にZTJ独自の方式を採用し、開閉を容易にしました。

アルミフレーム用結束チューブの写真

1972年 弘栄貿易株式会社とジッパーチュービング
社（米国）が合弁事業契約を締結

日本ジッパーチュービング株式会社を設立

大阪府四条畷市においてジッパーチューブ
の生産を開始

1973年 大阪府四条畷市から神戸市須磨区内に工場
を移転

1978年 自動車向けジッパーチューブの生産を開始

1980年 シールドメッシュの生産を開始

1981年 ノイズシールの生産を開始

1986年 神戸市西区内の西神工業団地内に自社工場
を建設し移転 ホックチューブの生産開始

1990年 シールドフォームの生産を開始

1992年 第一工場を増設、スリーブの生産を開始

1993年 マジックチューブの生産を開始

1994年 シールドウィンド,クリップタイプCGC,導電
性テープの生産を開始

1995年 フラットケーブルに対応したDK800シリー
ズの生産を開始

韓国で合併会社EXPAN社を設立（後の
JOINSET CO., LTDの前身）

1997年西神工業団地内に第二工場を建設
1999年埼玉県入間郡にて埼玉工場を開設

品質保証の国際規格ISO9001認証取
得

2000年第二工場を増設
神戸市にて合併会社日本バンガード株
式会社を設立

2002年香港でKOHYEI-ZIPPER HONG 
KONG LTD. を設立

2003年韓国で合併会社JOINSET CO., LTD
を設立
KOHYEI-ZIPPER HONG KONG 
LTD. での生産が本格的に始動

2004年埼玉県富士見市に埼玉工場を移転
2006年環境マネジメント国際規格ISO14001

認証取得
2007年「神戸発・優れた技術」として認定される
2008年シールドフォーム62Tシリーズの生産を

開始
2013年遮熱チューブおよび遮熱断熱カスタマイ

ズ品を販売開始
2020年イージーロックチューブシリーズを販売

開始
2022年ひょうごオンリーワン企業として認定さ

れる


